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本日の資料の内容

１．発達障害とバリアフリー（センサリー）マップ

・発達障害の特性

・マップ作成の意義・目的

・マップのイメージ

２．マップ作成過程の紹介

・フィールドワークの様子

・チェックリストの紹介

・データの整理

・アイコンの作成過程の紹介

３．進捗状況



政府広報オンライン：https://www.gov-online.go.jp/featured/201104/contents/rikai.html

自閉スペクトラム症⇐
感覚過敏・鈍麻

発達障がい児の特性

※障がいを合併している児も多い



感覚過敏を持つ児童の困りごとの例
感覚過敏（視覚、嗅覚、聴覚など）は、不快感を感じさせる。

眩しい 暗い＝怖い くさい うるさい

逃避〜パニック等の行動障害を起こすこともある。

親は、外出に苦慮している。

しかし、児に見通しを伝えることで、事前に･･･

・回避できる。

・準備行動がとれる。

＝行動障害を抑制することができる。

感覚過敏が軽度な児は、心の準備だけで対応できる。

イヤーマフ



王国内の感覚状況と望ましい行動をアイコンで記載する。

〇〇
ねこがこわがるので、
おおごえだをださない。

〇〇
うんちのにおいがくさい。

〇〇
やねがないので、まぶしい。
ひとがおおいので、はしらない。

マップのイメージ

〇〇
へやが、むわっとする。
へやがくらい。

ひろば
はしってもいいよ。

〇〇
おおきなこえでなく。

カームダウンルーム
あんしんするへや



マップ作成の意義・目的
1. マップを、発達障害を有する児童とその親に提供することで、

親子で楽しめる外出の場を提供できる。

2. 児の動物に対する興味や関心を高め、命の大切さ、思いやりの

心を育てる情操教育の場を提供することができる。また、生物

学的知識、環境学的な知識を習得することができ、将来の進路

を考える一助となる。

3. 一般の来場者にも、本事業の取り組みを知っていただくことに

より、発達障害を持つ子と家族の「共生社会の実現」のあり方

を考えていただく契機となる。

4. 本事業は、今後、全国の動物園、水族館の参考となる事業とな

る。



フィールドワークの様子



チェックリストの紹介

全体 一部を拡大



アイコン化する情報の内容検討（一部）



アイコン作成のポイント

視覚過敏を持つ人への配慮事項

•シンプルな線で構成

•背景や装飾などの余計な情報を省く。

•「動物の特徴」や「感覚状況」の直感的表現。

•刺激の強い色を避け、パステルカラーなどの落ち着
いた色を用いる。

•短い言葉（文字情報）との併用。

•ピクトグラム（主要案内図記号）との併用。

イラストレーターに以上を伝え、作成を依頼をした。



アイコンの例（展示）

•かわいく親しみがもてる

•背景なし

•シンプルな線

•動物の特徴を強調

•刺激の強い色は避ける

•展示名と併用する

13．マヌルアマルハン



その他の検討事項

1．感覚情報の強弱

色、大きさで直感的に理解できるよう配慮する。

2．マップ全体の情報量

・アイコン、文字が情報過多とならないように配慮。

・マップのサイズ。

王国タウン、王国ファーム、イベントで分ける。

3．最終的なマップ全体のレイアウト、色調の調整



進捗状況
5月22日、29日 学部生対象学習会

テーマ「発達障害、新バリアフリー法について」

5月19日、26日 学部生対象学習会

テーマ「調査方法について」

7月5日 予備調査

8月9日、9月6日、9月20日 学生フィールドワーク

10月17日 最終調査

10月〜12月 チェックリストデータの整理

本学倫理審査承認（25-TC-035）

1月  〜   3月  マップ（案）作成中

4月  〜   6月   アンケート調査

Dream Night At The Zooにて調査実施予定

7月以降 マップ完成
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